





























































































































































1 ハルハ20駅站 280 4 16
2 ホブドからソゴグ（suGuG）までの８駅站 44 1 3
3 ホブド路の14駅站 160 2 8
4 ウリヤスタイからジンジレグまでの９駅站 54
5 フレーからタルドランまでの14駅站 168 1 5




№ 項目 兵 タイジ 官員 従者
1 ホブドの屯田 250 7 21
2 ウリヤスタイの巡邏兵 200 1 2 11
3 ウリヤスタイの将軍・大臣の差役（jarulG-a） 2 6
4 軍営の道案内人（Gajarci） 25 50
5 ホブドの大臣の差役・道案内人 8 2 22
6 孳生（Urejil）駱駝 72 1 1 8
7 孳生馬 22
8 ソム卡倫 850 6 30
9 各卡倫を管理するタイジ 23 92
10 ロシア方面のゲル卡倫 1,230 9 27
11 ハン=オールの巡邏兵 21



































歴史的な寒冷期であったことは最近の年輪気候学の成果にも表れている［Davi et al. 2015］。この時
代の社会変化に関する研究として［オユンジャルガル2016］がある（後掲注45参照）。








№ 項目 兵等 タイジ 官員 従者
1 （ホブドから）ソゴグまでの８駅站の兵 44 1 1
2 ホブド（ウリヤスタイ間）の14駅站の兵 160 2 2
3 ジンジリク（ウリヤスタイ間）路の９駅站の戸 27 1 1
4 ウリヤスタイの首台の駅站の戸 30
5 ハルハ20駅站の戸 280 4 4
6 フレーの南14駅站の戸 126 1 1
7 フレーの北（キャフタまで）11駅站の戸 70 1 1
8 ハラチン駅站の巡邏兵 253 2
9 ハルハ20駅站の補助駅夫 140 4 4
10 ウリヤスタイの首台の補助駅夫 10
11 ハラチン駅站の補助駅夫 119 6 21 6
小計 1,322
№ 項目 人員 タイジ 官員 従者 子女･子弟
1 ホブドの屯田 200 7 7 120
2 ホブドの差役 2 2
3 ホブドの道案内人 8
4 アルタイのソム卡倫 90 4 9
5 （ウリヤスタイの）巡邏兵などの戸 170 1 1
6 ロシア方面の卡倫 980 14 14
7 ウリヤスタイの道案内人 13
8 東西の孳生（UrejigUlkU）駱駝 72 2
9 孳生馬 22
10 キャフタの（巡視）兵 100 1 1
11 ハン＝オールの巡邏兵 21
12 ホブドの家畜（alban-u mal） 38 3 3
13 ウリヤスタイの家畜 40 4 4
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